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タイ国天然薬物に関する文献-･･-追捕

さきに解説した (｢タイ国生薬の考察 Ⅰ｣本誌 Vol.6,No.2,pp.164-174,1968)タイ薬文

献の一つ,〔2〕"タイ国薬物効能集成 第 1巻〝に続 く "第 2巻〝 が1967年に発刊されていた

が,筆者は最近 これを入手したのでその内容について追加紹介する｡

(注 :従来第 1巻を〔2〕と略称したが,以下第 1巻を〔2-Ⅰ〕と改め,第 2巻を〔2-Ⅱ〕と

略称する)

〔2-Ⅰ〕 蝕 1円3日 .3.1州 品 別品 31m

(Samakhom RongrienPhaetphaenBoran)

(古医学校協会 編纂)

血 っ創細 別?01日11m (m爾 N )

(PramuanSapphakllum YaThai,Pt･2)

(タイ国薬物効能集成 第 2巻)

本書は第 1巻(1964)発刊後, 3年 目の1967年に続刊されたもので,表紙,体裁,記載形式,

その他すべて第 1巻 と同様で,これらについては改めて解説する必要はない｡第 1巻〔2-Ⅰ〕

ではタイ文字順 (子音字母)の ∩(K)の部から可(Ch)の部のはじめまでの 554種の薬物をあ

げたが,第 2巻〔2-Ⅰ〕では本文 354ペ-ジで 可(Ch)の部の大部分のものから 雨(F)の部ま

で519の種をあげていて,1,2巻を通じて今までに 1073種薬物について解説している｡

さらに〔2-Ⅰ〕に記載 されている薬物 519種を内訳すると,基原植物(動物なども含め)の学
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名あるいは英名などを明記しているもの416種,タイ名だけをあげて,基原の明確でないもの

など103種で,後者のうち約 50-60種は動物生薬的なものや製剤的なものである｡

これを〔2-Ⅰ〕と同様に〔1〕と比較するとだいたい〔2-Ⅰ〕に引き続き,〔1〕の 230番目の
1ノ L勾

那 3Jelglu (Chamotton)から529番 目 血n(Faeb)〔または 鞘qNO(Ling)〕 までのものを増補

改訂 したもので,〔1〕に記載されている薬物 (305種)で〔2-Ⅲ〕に記載 されたものは244種で

(61種 の薬物は整理削除して〔2-Ⅱ〕には記載されていない), 〔2-Ⅰ〕に新 しく記載 した薬

物は 275種におよんでいる｡

いま〔1〕に記載 されている薬物で〔2-Ⅰ〕に記載 されたもの約 250種の内訳を見 ると,〔1〕

に記載 されている基原をそのまま〔2-Ⅰ〕に記載 したものが 181種, これに大幅に増補改訂 を

加えたものが 63種である (この うちには基原を新 しく明確に設定したもの 25種が含まれてい

る)｡すなわち従来から薬物文献にあげられているものの約%に近いものに大幅な訂正を加え,

その上 さらに新 しく約 270数種の薬物を加えて,〔2-Ⅰ〕に引き続き,面 目を一新した続刊が

刊行されたといえよう｡改訂の内容はおおむね〔2-Ⅰ〕に記 したことと同様であるので,個 々

のものについて例を挙げることは省略する｡

なお〔2-Ⅱ〕に新 しく記載 された50-60種の動物生薬的あるいは製剤的な薬物のうちには一

例をあげ ると "乳汁鞍 〝 12種,"液汁類〝 (例えば "砂糖汁〝のような)10教程まとまって記

載 されている｡ このような特殊な薬物はさきに記述 しなかったが,〔2-Ⅰ〕にも同様に記載 さ

れていて,例えば "混合薬物額〝lo激種,≠骨片類薬物〝20数種があげ られていたO この うち

には迷信的なものも2-3例は見 られ,薬物 としてあげ られていること自体にいささか疑問を

もつ｡ しかしこのような特殊な薬物はタイ国だけではなく,インドの薬物中にも見 られ,われ

われにも最 も関係の深い中国の古典本草書にも見 られるもので,その薬物的効果,あるいは実

際に薬物 としてどれだけ実用に供されているかなどは別として,はなはだ興味のあるものであ

る｡ これらのものについては別に考察を加えて見たい｡

なお本書の入手には ColomboPlanExpertとしてバンコクの国立薬品研究所に勤務中の木

村孟淳博士夫妻の協力を得た｡ ここに深謝する｡

果 実 類 生 薬 (1)

筆者が収集した標晶中,果実類生薬は約 80数晶,60数種であったが, 現在なお基原植物そ

の他,明らかにし得ないもの数種があるC さらに筆者の予察後,数種の果実類生薬を追加入手

している｡結局約 50種のものについて検討 した｡なお今後 も新 しく入手できるものもあるが,

これらについては追加報告する｡

9ノ

(1) Maphrao 3JS刊31つ(写真 Fr-1)

タイ国の薬物文献には HMaphrao"CocosnucifeyaLinneココヤシ(Palmaeヤシ科)をあ
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写真 Fr-1 ‥Ma-phraoH (× ca.0.2)

げ,その果実を強心薬,神経刺激薬 として用

いるという｡ただ筆者はタイ国薬店その他で

ココヤシの果実あるいはその一部が生薬 とし

て販売 されているものを見ない｡ ココヤシは

タイ国では広 く自生状態に栽培 されていて,

おそ らく民衆は特に生薬 としたものを入手す

る必要がなく,その周辺にある植物から直接

得られるからであろう｡

C.mLCifcraココヤシ,古古郁子,Coconut

treeは原産地はマレー付近 と考えられている

が明らかでなく,熱帯アジアでは広 く栽培し,

自生状態にも生育する｡常緑高木状で茎は直

立するか,弓状に湾曲して高さ 15-30m に

達 し,葉は大形,羽状で 20-30葉を頂生する｡葉は長 さ4-7m,幅約 1m に達する｡大きな

肉穂花序をえき(敬)生し,花序の先端には雄花,下部に雌花の単性花 をつける｡果実は成熟す

るものは数個,球形,偏球形,楕円球形などあ り,径約 20-30cm｡外側はセルローズ質また

はややろう質の表皮でおおわれ,灰かっ色を星 しているが,横断面は 3角状円形を皇 し,表皮

は うす く,その内側は厚さ3- 4cm の粗毛繊維状の厚い中果皮からな り, 内果皮は厚 さ0･2-

0.6cm,禾質で,暗かっ色～黒色の石核 となる｡ 内果皮の内側には薄い灰かっ色の種皮があ り,

さらに内側には厚い白色,脂肪闇となった旺乳があ り,中央は空所になって酸甘味のある乳濁

酸をみたしている｡

腔乳は脂肪を多量に含み, 1)ミスチン酸,ラウリン酸のグ1)セ 1)ヅド,その他パル ミチン酸,

ステアリン酸,オレイン酸のグ リセ リッドのほか揮発性酸少量からなる｡

果汁にはヒスチジン,アルギニン,アラニンなど多種類,多量のアミノ酸,タンパク質を含

み,またカイネチンようの植物生長促進物質のほか,各種のビタミンB群 も含まれている｡

生巣の腔乳をそのまま搾油 したものが "ヤシ油〝Coconutoilで, 腫乳を切 り取 り陽乾 した

ものを "コプラ〝Copra,これを搾油 したものを "コプラ油〝Copraoilと称 し,ヤシ油はコプ

ラ油よ りも優良である｡ ヤシ油, コプラ油は食用油,石鹸,マーガ リン原料,ク1)-ム,ポマ

-ド原料などにな り,ヤシ油の油状部分 (Coconutolein)を除いた固形分 (Coconutstearin)

またはヤシ硬化油はカカオ脂の代用として製薬原料 とな り, ココヤシの果実は重要な油脂資源

である. また内果皮の石核は良質の活性炭製造の原料になる｡

果汁のうち未熟果汁は清涼飲料的に供されるが過熱果汁は酸味が強 く,利尿作用がある｡最

近は果汁に各種のア ミノ酸,タンパク質のほか植物生長ホルモン的物質,ビタミンB群などを
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含み,植物組織培養培地に賞用される｡

そのほか中果皮の粗毛繊維状の部分は薬用以外に,綱,マットなどに利用されている｡

なおタイでは果実を強心薬,神経刺激薬に,また-レ-では収れん(赦)薬あるいはコレラよ

うの症状に用い,イ ンドでは婦薬,利尿薬などに用いるというが,その詳細は不明である｡

(2)～(8) カルダモン類生薬

熱帯アジアから産出する Zingibeyaceae ショウガ科に属する主 として AIPim'a,Amomum,

Eleitayia属植物の果実,果皮 を除いた種子塊, または種子で, 精油成分を含有 し,芳香性健

胃薬あるいは香辛料など,おおむね同じ目的に用いる生薬類を国際生薬市場ではカルダモン類

(Cardamom)生薬 と総称する｡カルダモン幣生薬は従来,Eleuariacaγdamomum Matonの果

実,すなわち ｢小豆悪｣(ショウズク),Cardamom seed で代表されているが,各地域にはそ

れぞれ代表する生薬煩があ り,中国では ｢自豆老｣,｢縮砂｣が代表的なものであ り,本邦で も

東南アジアから輸入する ｢縮砂｣が代表的なものであるが, これに代用する本邦産の AIPim'a

japonica Mique1-ナ ミョウガの種子,｢伊豆縮砂｣などもカルダモン類生薬のなかに含まれ

るし,また欧米で ｢小豆藷｣に代用する771)カ産の Aframomu,m meleguelaK･Schum･そ

の他の同属植物の種子,ParadisiSemen まで広義にカルダモソ塀生薬 として取 り扱 う｡

タイ国ならびにその近接地から生産 されるカルダモン煩生薬 として著名なものは中国で使わ

れる ｢白豆藷｣, ｢縮砂｣, ｢陽春砂｣などであるが,前 2着,すなわち ｢自豆薙｣Cambodian

round cardamom, ｢縮砂｣Bastardcardamom の両種は特に Siamesecardamom と総称 さ

れている｡ これらの生薬の基原植物はタイ薬用植物, タイ薬物効能集成にはそれぞれ TISつ1u
l I

Ka-wan,ほっReu,刊1Kha などのタイ名で記載 されているが,これらの薬物書に見られる植

物名は従来の成書,文献に見 られるものと比較すると疑問のあるものが多い｡

また,東南アジア産の他のカルダモン塀生薬,特に中英 とするものはタイ国内で中葉的使用

のため,タイ国-輸入されているもの も多い｡ しかるにこれら中英の基原植物にも疑問のある

ものが多い｡

したがってここにはタイ国産のものを含め,広 く東南アジア産カルダモン煩生薬を網羅し,

その基原植物,産地,それらの関連性などについて考察を加える｡

参 考 文 献 (2)～(8)項に用いた主要参考文献をここに掲げる｡

1) I･H･Burkill:A DictionaryoftheEconomicProductsofthe Malay Peninsula･

(London,GreatBritain･1935)pp･13ト137,910-913,1302-1311･

2) 中国医学科学院荊物研究所他編 :中荊志 Ⅰ(1959);Ⅰ(1961).(中国人民衛生出版社,北京)

a)Ⅰ.1420,Ⅰ.126;b)Ⅰ.361;C)Ⅱ.336;d)Ⅰ.137;e)Ⅱ.365;f)Ⅱ.329.

3) 南京薬学院薬材学教研組集体編 :薬材学(1961)(中国人民衛生出版社,北京)

a)496,961;b)954',C)948',cl)952',e)956;i)957;g)948.
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4) 木村雄四郎他 :植物研究雑誌 ;a)32,53(1957);b)32,7(1957);C)41,49(19()6);(I)36,

1(1961);e)32,18(1957);f)32,297(1957);g)43,5()5(1968).

5) 木村雄四郎 ･吉村衛 :植物研究雑誌 ;43,447(1968);44,65(1969).

6) 第 7改正日本薬局方 2部(1966).

1 I T Gi

(2) Kha刊1(ahatadaeng刊1例1AAelJ)および Khalek 刊1Aan (写真 Fr-2)

中葉 "紅豆蒐 〝 (コウズク)はカルダモン額生薬の一つで, その基原植物 として中国では,

AIpim'agalangaWilld･(-Languasgala17gaStautz.)1-大高良妻 (Zi17g7'beyaceaeショウガ科)

の果実であるとする｡

写真 Fr-2 HKha"OrHKhalek"
(紅豆蓉)(香港市場品) (× ca･1)

A gαJ〃7/～gαは中国本土南部 (広東,広西,

雲南),海南島,台湾,マレ-半島,ジャワ,

インド,その他熱帯アジアに広 く分布し,そ

の根茎は Galang(TLmajor,Greatergalangnl,

Jawagalangalなどと呼び,後に記す "良妻〝

よ りも形は大きいが,芳香性に劣 り,真正の

"良妻〝の代用品とするにすぎないものであ

る｡

一方,木村雄四郎氏4la 5)は海南島において

採集 したAli,im'aoBi,cinarlimHance(-Lan-

glイαSODicimrlLmForwell)の果実 と市場品 生

莱 "紅豆墓 〝 を比較 して, その基原植物 に

A.oPicimrum を充当しているが,中国薬物書1)では A･oPcinaγum の果実は ミ紅豆窟ミにな

らないと否定 している｡

A.oBicinayum は A.galangaと同じく,中国本土南部 (広東,広西),海南島などに分布 し,

両種の分布地域はおおむね重複するが,後者は前者よ りもその分布はせまいCなお A･a_炉cina-

yum の根茎は真正の "良妻〝 ( 1)ヨウキ ョウ), "高良妾 〝 Galangaminor,Galangalroot と

称 し,海南島,広東,広西から生産され,芳香健胃薬 とする生薬である｡ (注:"良妾〝など

は根茎類生薬の項で詳述)

しかし木村氏の報文中には A gαJα㈲gαの果実については記載なく, これを否定する根拠 も

記されていない｡ また生薬 "紅豆急〝の産地は両植物の分布する海南島,広東,広西である1'2)

点などから筆者はいちお う "紅豆慈〝の基原植物 として A･galallga,A･obicinayum の両種を

あげてお く｡

タイ国では AIPim-a属植物を一般に =KhaH と呼び,A･√灘cinal′um は `̀Khalek日 と呼

び, 自生種のように記されているが, A･gala朋gaは HKhatadaengH と呼ばれて外来種 と
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されているo またタイ在来種の A･siamensisKISchum･と A･galanga を HKatukarohini

nが 晶 ･あるいは -Khayaiqhl血 - と同名で呼ぶなどの混乱 も見 られるO (注 ‥従来Q)

か ら知 られている両種の分布から A･onicinayum がタイ国に自生 し, A･galanga を外来種 と

する点にいささか疑問を感 じる｡ またタイ国では A･siamensisの根茎は "良妻〝 と同じ目的

で薬用に供 している｡)
さらにタイ薬物文献にも同様の混乱が見 られるが,タイ薬物効能集成には =KhatadaengH

I∫:ち
に A･galanga,HKhalek"あるいは HKhaling刊1EN"に A.omcinayum をあてている｡

しかし筆者はこれ らの名称で "紅豆蔑〝あるいはこれに額する果実類生薬は入手することがで

きなかった｡ HKhalek=′の名称で入手 したものは根茎類生薬で真正 の "良妻〝であった｡

"紅豆蒐〝はカルダモン類生薬 として利用 される中薬であるが他の同類生薬にくらべて比較的

需要が少な く,タイ国ではわずかに中薬的利用はあってもタイ薬的利用はないのではなかろう

か｡同時にタイ国内でこれ らの植物から果実を生薬 として生産 しているかはいっそう疑問であ

って,今後の調査にまたなければならない｡

ここには筆者が香港市場で入手 した "紅豆蔑 〝 について東南アジア産カルダモン類生薬の一

つとして記載する｡

市販品 "紅豆悪〝は一般に楕円球形で,長 さ約 12mm,径 7mm のさく(弗)栗で,中央部が

くびれてマ-形になるものが多い｡ (注 :中国薬物書の基原植物図を見ると A･galanga の果

実は楕円形であるが,A･obicinayum の果実は球形に近 く,疑問を感 じる｡)果皮は汚赤色～暗

赤色で薄 く,表面は平滑か,または多数のしわがあ り,頂端には宿存が く,またはその残基が

ある｡下端には短い果柄をつけていることもある｡果実の内部は 3室に分かれ,果皮を除 くと,

各室には上下に2個ずつ, 6個の種子が団結 し,果実 と同形のマ-形の種子塊をなし,表面は

淡かっ色を呈する｡各種子は外面は淡灰黄色の仮種皮を被 り,屈平な球形で径 4-5mm｡

"紅豆薙〝は精油約 0.5% を含むほかは明らかにされていない｡

中国では芳香性健胃薬 として民間薬的に使用されることが多 く,他のカルダモン額生薬にく

らべて需要は少ない｡ ソ連でも薬用に供するとい うが,詳 しくはわからない｡わが国では全 く

利用されていない｡

(3) 葦豆莞 RoundChinesecardamom (写真 Fr13)

"草豆藷〝(ソウズク)は草藷,草薙仁,草仁,RoundChinesecardamom,Wildcardamom

などと呼ばれ,中国で使用するカルダモン塀生薬の一つであるが,本生薬はタイ国からは産出

せず,タイ薬物文献にも見 られないから,タイ国では中葉的利用以外にはないもの と考える｡

タイ国から生産あるいはタイ薬的利用をする他のカルダモン類生薬の近縁のものの一つとして

ここに挙げる｡

"草豆慈〝は中国本土南部の広東省雷州半島,ならびに海南島を主産地 とし,その他,広西,
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1賢
し

.
J甥
｢

｣.W.

写真 Fr-3"タイ名不明 "(草豆莞)(香港市場品)(×ca.0_7)

雲南,福建の各省からも産出するとい う｡

halsumadcLiHayata〔-LanguaskaislLmadai

(Hayata)Merri11〕をあげるもの2̀b･仙 5) と

(2)A･globosaHoraninow (-A77u)mum glo-

bostim Laureiro,La71gLiaSgl,)bosaBurkill)

をあげるもの3●b:'とがあ り, 海南島か ら産出

するものは A･hatsLtmadaiの果実であ り,

広西省から産出するものは A･globe)sa の果

実であるとするが,後者については末だ明確

でない点 もある｡ また雲南省からは A.blePhayc)calyxK･SchumリGlobbachi7te柁SisK･Schum･

の果実をも地方的に "草豆墓〝 と称 して生産 され るとい うが, これまた明らかでない｡

生薬 "章豆蒐〝はその果実 を採取 し,果皮を除いた種子団塊である｡ 不整球形で鈍い 3枚が

あ り,径 1-2･5cm,中軸から放射状に発 した薄い膜壁で 3分 され,各 々22-83個の種子を団

結する｡ 種子の外面は灰かっ色～暗かっ色できわめて薄い仮種皮を被 り, 1個の種子はやや扇

圧 された不整円柱形で長 さ約 5mm,径 2mm である｡

"草豆蓬〝は精油約 4% を含み, 木村氏によれば海南島産の A･hatsumada,iを基原 とする

ものからは一新カルコン体 を検出しているが,市販品にはこれを含 まない もの もあるという｡

中国では もっぱ ら健胃駆風薬 とされているが,本邦ではほとんど市場性はな く,利用 もされ

ていない｡

(4) 益 智 Bitterseedcardamom (写真 Fr-4)

益智 (ヤクチ)は益智仁,益智子,Bitter

seedcardamom,Black cardamom などと

呼ばれ,中国では古 く本草拾遺 (739年),開

宝本草(973年)に記載 されている生薬で,漢

方で使用 される代表的なカルダモン生薬の一

つである｡ わが国においても日本薬局方 (第

7改正)6)に "縮砂〝〔別項(5)〕 とともに収載

され ている｡

生薬 "益智〝 は中国広東省海南島か ら主 と

して産出し,その他雷州半島などからも若干

生産 され,各地に輸出される生薬で,その産 写真 Fr-4-タイ名不明 -(益智)(香港市場品)(×ca_1)
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地はかな り限定 された地域であるが, 従来その基原植物については Amomum amayum F.P.

Smith6'といい,また AIPiniaallughasRosc･(-ZingibeynigyumGaertn･)3■Cといい,APlinia

sp･2●C) として明確な榛名を挙げないものなど,定説がなかった｡ しかし中国華南植物研究所の

呉徳都民は AIPiniaoxyphyllaMiq.を基原植物 とするものであることを報告 し (1961年),

また木村雄四郎氏4'C･5)も同氏の採集植物,栽培品,市場品生薬などを検討の結果, これを確認

し,ようや く永年の疑問が解決され,基原植物が明らかにされた｡

Al0XyPhyllaは海南島の山地に多 く分布する植物で,タイ国では本植物の分布を記載する

ものはな く,また生薬の生産 も見ない｡ただ中英的利用があるだけであるが,中薬の代表的カ

ルダモン生薬 として香港市場で入手 したものについて記載する｡

A.oxyphyllaは草丈 1-3m の多年生草本,4月中旬に開花 し,7-8月に結実するが,生薬

"益智〝は完熟 した果実を採取,乾燥 したものである｡生薬は両端のとがった楕円球形のさく

果で長さ 1-1･5cm,直径 0.8-1.2cm,上端に柱頭の跡がある｡ 外面はかっ色～暗かっ色を呈

し,多数の縦に連なる小 さいこぶ状の隆起がある｡横切すると内部は薄膜で 3室に分かれ,そ

れぞれ 5-10個の種子塊があるが, "益智〝 は果皮が種子塊に密着 してはがれにくい｡

"益智〝は精油 1.18% を含み,精油成分は Pinene,1･8 Cineol,Camphor,Zingiberene,

Zingiberolなどを含むことが知 られている｡

漢方では芳香性苦味健胃,整腸薬 として,消化不良,慢性胃腸疾患などに用いる｡わが国で

は漢方に用いられるほか,家庭薬原料,香辛料 としても用い られる｡

(5) Ka-wanTISつ1u,Era-wanflすSつ11上(写真 Fr-5)

タイ国バンコク薬店で入手 した HKa-wan日,Amomum caydamon とラベルされていた生薬

は "白豆蒐〝(-クズク), "円形小豆蒐 〝Roundcardamomum であったO

タイ薬用植物には上記 と同様に記載 されているが,タイ植物名桑には =Ka-wan"あるいは

HKra-wanHは Amomum属植物 (Zingibeyaceaeショウガ科)の一般タイ植物名であると記 し,

またタイ薬物効能集成には HKa-wanHの項に次の 3種があげ られている｡

(1) HKa-wan-khaoHAmomum hyeyvanhPierre 〔タイ国産自豆尭〕

(2) HKa-wan-pa=Amomum ulginosum Koem 〔縮砂〕

(3) HKa-wan-thet‥Amomum yePenSWilld･ 〔小豆意〕

すなわち HKa-wanHが Amomum属植物の一般名であることを示 し,"自豆窟 〝 以外の "蘇

砂〝 "小豆蓬〝に対 しても ‥Ka-wanH と呼ぶ場合 もあるのか明らかでない｡ く注 :〔 〕内に

記した生薬名は筆者が注記 したもので,それぞれの生薬の詳細については各項において記す｡)

筆者は生薬 "自豆蒐 〝 をバンコク薬店 (Ka-wan),香港生薬市場でタイ国産 (原庄豆叩) と

インドネシア産 (小目叩)の2種,ならびにシンガポール市場でイ ン ドネシア産 (wildcar-

damom)の計 4種を入手 し (注 :()内はそれぞれの市場の商品名｡), これ らを比較 した結果
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(xca.1.0)

写真 Fr-5 '̀Ka-W;ln=or‥Kra-wan''(自豆籍)

こ1:タイ産 b :イソ ドネシア産 C:タイ産

d :イン ドネシア産

タイ国産 とインドネシア産の ものが若干異な り, これ らを従来の成書に見 られ るように,ただ

1種の植物, すなわち Amo77′ll/tntkL'PulagaSpragueetBurkill(-A.caJ′da,momtim Roxb.,

A･cardamo,anonLinll･) を基原 とすることに疑問が生 し, その検討 を試 み た｡す なわ ち,

A･kePulagaSpragueetBurkillはジャワの小丘陵地帯に野生 していて,スマ トラの南部で若

干栽培 しているよ うであ り, タイには自生 しない｡ タイに自生 または栽培するものは HKa-

wall-khao"あるいは HKra-wan-khao''と呼ぶ A.hγerL･ajlhPierreで, タイのほかカンボ

ジア,ベ トナムに分布 し,タイ国チ ャンタブ リ地区その他で栽培する｡ またその果実,すなわ

ち "自豆蒐〝は前者は "ジャワ自豆荒〝Javaneseroundcardamom,後者は "シャム自豆蒐〝

SiとImeSeroundc(-LrdとImOm,あるいは "カンボジア自豆嘉〝Cambodianroundcardamom と

呼び区別 してい る｡
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で,果皮の外面は灰白色～黄白色で多数の縦線を有し,上端にが くの残基があ り,ややとがっ

ているものがある｡下端には短い果柄をもち,果皮はやや堅いが縦裂 しやすく,繊維性で,内

面は叛白色,滑沢である｡果皮を除いた種子塊は外面かっ色～暗赤かっ色で,鈍い 3稜 を有 し,

球形～屈球形で,薄膜で 3群に分かれ,各群に種子 4-14個をもつ,種子は灰白色の薄い仮種

皮で連接 している｡種子の味はやや辛 く,特異の樟脳のようなにおいをもつ｡

筆者はタイ産 (写真 Fr-5:a,C) とインドネシア産の "自豆蔑〝(Fr-5:b,d) を比較する

とタイ産はいずれ もおおむね球形に近いものが多 く,大きさがそろっていて,果皮が薄 く,外

面が白い｡ また種子はよく熟 している｡インドネシア産は先端部のやや突き出しているものが

多 く, したがってタイ産のものより長 く感 じられ,果皮が薄 く,外面は汚白色～帯かっ白色で

ある｡ ことに香港市場で得たインドネシア産のものは大小不同であ り,また種子はいずれ も完

熟 していないものが多い｡

なお内部構造,含有成分の異同についてはまだ精査を経ていないが,タイ産 とインドネシア

産はその基原を若干異にす るものの ご とく,その基原植物 は前者 には Amomum hyeyvanh

Pierre,後者には Amomum hePulagaSpragua'を充当するのが妥当であると考える. また市

場で も上述のようにタイ産とインドネシア産を明確に区別 している｡

"自豆悪 〝 は精油約 2.4%を含み,精油成分は d-Borneol,d-Camphorであることが知 られ

ているが,産地,基原植物の相違による異同については明らかでない｡

タイ国では中国その他と同様に芳香性健 胃薬 として広 く使用されるが,その他香辛料 として

タイ料理に常に使用 していて,市販されている香辛料セ ットには必ず組み込まれている｡ (本

誌 Vol.6,p.414参照)

中国では最 も古 くから使用されるカルダモン疑生薬の代表的なものの一つで名医別録(SOO年

頃)に ｢豆墓｣の名で見 られ,後に ｢自豆莞｣と ｢草豆悪｣とが混同し,開宝本草(773年)に

はこれを区別 し,以後は ｢自豆慈｣は ｢豆蒐｣と略称するが, ｢草豆藷｣には必ず ｢草｣の字

を冠 して区別している｡ (荏 :ただ, これ ら本草書に記す ｢自豆藷｣は現在の ものとは基原植

物が ことなり,今は明らかでないが,AIPim'a属植物の果実であったようである｡)

現在中国では胃痛,消化不良,噛吐,反 胃などに繁用 されるかたわら, しばしば食後の口な

お しに種子を噛む風習がある｡

欧米では "自豆蒐〝は "小豆題〝の代用生薬的な取扱いをなし, これを踏襲するわが国では

薬用 として,また香辛料 としては ｢小豆蔑｣を,漢方的利用では "縮砂〝を主 として用い,

｢自豆窟｣の利用は少ない｡わが国の生薬学成書にはいずれ も ｢小豆薙｣の代用生薬,近縁生

薬的な取扱いをしている｡

"自豆歪〝が欧米その他で "小豆蓋〝の代用生薬的な取扱いを受けるにいたった原因は漢薬

市場などで "小豆蔑〝 と "自豆麓〝を混同していたことによるものであろう｡
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なお,従来,"自豆墓 〝 については多 くはタイ,カンボジアから産する生薬, すなわち Sia-

mesecardamom (Cambodiancardamom)について記載 されているが, その基原植物につい

ては Amumum cuyda7110mum Boxb･すなわち AmomMtkePulClgaSpraguaとしているが, こ

れは AFIL,ノ/7Lum k7,eyVaFthPierre と改めるべきである｡ また現在,中国では広西,広東,海南

島などで栽培生産するといわれるが, 中国で A.cardamumum L.とするものも A.hreruaJdl

Pierreに改めるべきものである｡

(6) 革 果 OvoidChinacardamom (写真 Fr-6)

"草果〝(ソウカ)は 0､,OldChinacardam0m と呼ばれ, 中国南部地方で使用するカルダ

モン類生薬の一つである0本生薬はタイ国か らは産出しないようであ り,またタイ薬物文献に

も見 られず,タイ薬的利用はないものと考える｡東南アジア産のカルダモン類生薬の一つとし

てここに挙げる｡

"革果〝の基原植物については Amomum medi′um Loureiro (-AIPiyLL'a alba A･Dicsr,

写真Fr-6"タイ名不明''(草果)(香港市場品)(×ca.0.5)

IlelleTtiaalbaWilld.)といい,14°e5〕AT柁Omum

coslatLtm Benth.etHook.といい,3lLl) ある

いは A7710mtij71isao-koCrevostetLemarie

ともいわれ,3'e) いまだ定説がなく, また,い

ずれの ものが正しいか, これを確認すること

はできない｡ またこれ ら3種のものはいずれ

も中国本土,雲南省,景州省,広西省に野生

あるいは栽培 す るといわれ,そのほか A

medium,A･coslatum はインドに, また A.

lsao-hoは北ベ トナムに産するとい う｡

生薬 "革果〝はこれ ら植物の完熟 したさく栗を採取,乾燥 したもので,生薬は中国南部の広

画省,雲南省,貴州省および北ベ トナムに産出することが知 られている｡

筆者は香港市場で入手 したもののほか,本学薬学部所蔵の数種の標品について検討 したが,

外観上はいずれ も同 じ形状をそなえたものでローカル的に産出するものについては判明しない

が,広 く国外に輸出されている生薬はその基原がどの植物によるものかは別 として単一基原の

もの と推定できる｡

生薬 "草果〝は一般に長楕円球形で,まれに紡錘形,長 さ2･5- 4･Ocm,径 1･5-2･5cm のさ

く(覇)果て,果皮の外面は灰かっ色を呈 し,多数の隆起 した縦線があ り,堅 く舷維性で しばし

ば縦裂 し,果皮を剥 ぐと内部には長楕円球形の種子団塊がある｡なお果実の下端にはしばしば

果柄 をつけ,果柄には節間の短い節が見 られる｡種子団塊は薄托英で中軸中心に 3房に分かれ,

各房には不整多角形で長 さ約 7･5mm,径約 4･5mm の種子約 10数個があ り,各種子はさらに
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仮種皮をもち約 50数個の種子が種子団塊 をなしている｡

"草果〝 は精油約 0.3-0.4% を含む ことが知 られてい るほかは末だ明らかでない点が多い｡

"草果〝は他の "草豆歳〝,"縮砂〝などのカルダモン瑛生薬 と同様に主 として中国で芳香健

胃消化薬 として用い られるほか,中国南部では "常山〝 とともにマラ リア治検案 とす ることが

あるO (注 :"常山〝は DichyoafebyifugaLour･ジ ョウザ ンアジサイ (Saxifyagaceaeユキ

ノシタ科)の板木)

なお,中国,特に広西省の一部では "革果〝の果皮を剥いだ種子団塊 を ≠革豆ラ護〝 と呼ぶ こ

とがあるようで混同している｡ わが国では ≠草果〝はほ とんど用いられない｡

I
(7) Rev Agつ(写真 Fr-7)

タイ国バンコク薬店で入手 した HRew日とラベルされている2種の生薬はいずれ も漢薬 "縮

砂〝(シュクシャ),Bastardcardamom で, 1品は種子団塊, 1品は種子であった｡ タイ薬用

植物には HRew"には植物の種名をあげず,ただ HZingibeyaceae" と記載するだけであるが,

タイ植物名嚢その他には,タイ名で HRewH と呼ぶ ものには Amomum xanihioidesWall･,A･

villosum Lour･(Zingibeyaceaeショウガ科)の両種があるO

中国では A.xanthioides(植物名一桁砂), A･villosum (植物名-陽春砂)の両種の種子を

生薬 "縮砂〝,Bastardcardamom, 果実を生薬 ､､陽春砂〝, HairyChinacardamom として

いるが,2●f3'f)わが国では A.xanihioidesの種子 を "縮砂〝 と考え, 現在第 7改正日本薬局方

にも収載 している. また A.villosum の果実を "陽春砂〝 にあてているが,4■f)"陽春砂〝 はほ

とんど輸入 していない｡すなわち,わが国では中国の植物名 と生薬名が一致 しているためにこ

の点いささか混乱 を来たしているように も思われ る｡

筆者はバ ンコク薬店,香港市場で入手 した標品,本学薬学部所蔵標本などを検討 して,おお

むね次のようなことが判明した｡

1) HRewH と呼ぶ植物はタイ国では A･xanihioides,A･villosum 両種の総称で,A･xalL-

ihioidesはタイ国一帯,特に東北部に多 く分布 し, A･villosum は南部一帯, 特に東南部カン

ボジア国境に近いタラ- 1､(Tarat) を中心に多 く分布する｡

2) 生薬はタイ,カンボジア,南ベ トナム地方か ら産出するもので,特に東北タイ,サラブ

リ地方 (この地方では "Mak-naengH とも呼ぶ)のメコン川西側,NakawnPanonと Sakon

Nakawn に主 として産出する｡

3) 生薬は両植物の果実 を集め, そのまま乾燥 したものは "陽春砂〝, 果皮 を除いたもの,

すなわち種子団塊,あるいは種子は "縮砂〝 として扱 ってい るが, "縮砂〝は主 として A

xinthioidesか ら, また "陽春砂〝は主 として A.villosum か ら採取されているようである.

ただ A･xanlhioidesの果実にはやや未熟なものが多いようである｡ すなわち生薬 ≠陽春砂〝,

"縮砂〝の相違は果実であるか,種子団塊であるがの相違で,基原植物の相違はあま り重視 さ
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写真 Fr17-B ‥Rc､､-"(殻砂)(香港市場品)

(× cL- 1)

写真 Fr-7-A ‥lic､､･''(摘砂,砂仁)

〔a :バ ンコク市場L混b:本邦輸入品〕

(×ca. 1)

れていない0

4) さらに香港漢薬市場で知 り得た事実は 3)を裏書きしていて,果皮 をつけたままの ものを

"殻砂〝, または "殻砂仁〝,果皮 を除いた種子団塊を "原圧砂仁〝, "酉砂仁〝, "迷 口砂仁〝

などと称 し (さらにこれを大,小などによって選別 して "砂王〝, "砂頭〝, "小砂頭〝などと

規格名をつける),また団塊から離れた種子だけを集めたものを "砂米〝 と称 している｡ なお

漢薬市場では特に "陽春砂〝の名称はな く, "殻砂〝- "陽春砂〝の取扱いをしている｡

5) わが国に輸入され る "縮砂〝,"唐縮砂〝は種子団塊 を石灰粉でまぶ し,表面に白色の粉

霜 を帯びているが, この加工処理はタイ国などの生薬生産現地で施 され るものではなく,いっ

たん香港に集荷, 選別後, 加工 し, 輸出され るもので, 虫霊を防止するための加工 と思われ

る｡ なおわが国に輸入され るもののみならず,かつての北京,天津市場品にも石灰加工 したも

のがある｡

6) 別にタイ国マレー半島部 Pattani地方では A･xatlthioides と A･ulginosum Koem･と
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I l
香 -KawanpaTISつ17ユihHあるいは -KrawanpaTl含Sつ1血1日と同名で呼んでいて, 同

地方からも "縮砂〝の生産があ り, A.ulginosum からも果実, 種子を同様に生産するようで

あるが,詳細は目下不明で今後の調査にまたなければならない｡ただマレーでは本種の果実を

薬用にする記轟はない｡

7) タイ植物名嚢によれば,バンコク付近では AIPiniaallughasRosc.(-Zingibernigyum

Gaertn.)もまた A.xanihioides,A.V/illos,um と同じく HReu" と呼ばれているが, この植物

は別項(4)"益智〝の基原植物の一つに擬せられているもので,"縮砂〝, "陽春砂〝には関係は

ない｡

8) 筆者の収集した標品,本学所蔵の標本を形態的に比較検討 して, "殻砂〝 と "陽春砂〝

(果実生薬),また "縮砂〝 と "陽春砂〝 の種子 (種子生薬)との間にはほとんど異同はみとめ

られず,木村雄四郎氏の報告を検討しても,異種果実,あるいは異種種子と断定できるものは

ない｡ また木村氏も種子においては種皮の構造から異同は識別できないと記述 している｡おそ

らく A･xanthioides,A.m'llosum の両種は極めて近似したものと思われる｡

以上から筆者はタイ国で HRew日と呼ぶ生薬は,種子は "縮砂〝,果実は "殻砂〝-"陽春砂〝

とし, その基原植物には A･xanihioides,A.uillosum の両種を挙げる｡ (なお A.ulginosum

を基原植物の一つに挙げることは調査を完了するまでいちおう保留する)

生薬 "殻砂〝(-"陽春砂〝)〔果実〕は楕円球形で,長さ15-17mm,径 10-12mm のさく

(覇)果,上端はややとが り,が くの脱落したあとがあ り,下端には短い果柄がある｡果皮は暗

かっ色～灰かっ色を皇し,表面には多数の柔らかい ｢ささくれ｣状の突起を密布する｡上端か

ら下端に向かって 3条の縦線があり,これによりやや三角状を呈する｡中央部で横切すると果

実は薄膜で 3室に分かれ(3心皮, 3室のさく果),種子は各室に団塊をなす｡果皮の内面は灰

かっ色を呈する｡なお往々にして種子のやや未熟なものがある｡

生薬 "桁砂〝〔種子団塊〕ほほほ球形または楕円球形で,長さ1-1･5cm,径 0.8-1cmの種子

塊で外面は灰かっ色～暗かっ色,わが国に輸入されるもの (≠唐桁砂〝)は石灰加工され,表面

に白色の粉霜を帯びる｡ 種子塊は薄い隔膜で縦に3群に分かれ, 各群は 10-20個の種子がさ

らに薄い仮種皮で連接しているが, 個 々の種子は分離しやすい ｡ "砂米〝〔種子〕は長さ3-5

mm,径約 3mm の多角形,種皮は暗かっ色で表面に細い突起がある｡味は辛 く,特異な樟脳

ようの芳香がある｡

"縮砂〝は精油約 1.5-3%を含み,精油成分は Borneol,Linalool,Nerolidolなどで市場品

によっては精油の比重,旋光度, その他,恒数に多少の相違がある4●r)とい うが,基原植物の

相違によるものかとも思われる｡果皮をともなった "殻砂〝,≠陽春砂〝 については未だ明らか

でない｡

"縮砂〝 は中国では 1000年以上以前から消化不良,腹痛,堰吐, 慢性下痢, 憶気などに用
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い,わが国でも漢方で芳香性健胃薬 として用いるほか,同様の目的の家庭薬原料 として需要の

多いものである｡ ただ香辛料 として用いられることはない｡

"陽春砂〝 も "縮砂〝と全 く同様であるが,わが国ではほとんど利用されず輸入もほとんど

されていない｡

なおインドでは A･xa71thioidesの他 3種 をいずれも種子を同様に用いる｡

またマレーでは AIXaldhioides,A･uligiosum があ り,その種子,果実を同様に薬用,さら

に香辛料 として用いるが,A.m'losum は分布 していないO

(8) Ka･wanthetTISつ1um再,Kra･wanthetTlSSつ1um再 (写真 Fト8)

タイ薬物効能集成1)の ‥KaノーWanHにあげる HKa-wanthetHあるいは HKra-wanthetH,

Amomum rePeliSWilld･は Eletiayiacaydamomum Maton (-E･cardamomu,m Maton var.

milml,SCulaBurkill,AIPi17iaca7′damomlim Roxb･,Amom7m yei,e77SSonner.) (Zi71giberaceae

ショウガ科)である｡

EICaプ′damomum はインド,マラバール地方に野生し,現在は同地方ならびにセイロンで栽

培 し,近時はグァテマラでも栽培 されている｡タイには分布せず,インドか らの外来種である｡

多年生草本で高さは約 3m に達 し,葉は互生,長い菓鞘をもち,案はひ(披)針形,地下茎か

ら花茎を抽出し,複総状花序に花 をつけ, 3心皮 3宝,さく(覇)栗を熟すO生薬 "小豆至芸〝は

おおむね完熟 したさく栗を採取,乾燥 したものであるが,果皮を白くするために二酸化イオウ

の蒸気にさらしてi票白,乾燥 したものもある｡

"小豆蓋〝(ショウズク)は Cardamom seed,Mamba,rc(l′rdamom と称 し,欧米では Car-

damom 類生薬の代表品 として取 り扱われるもので, 生薬はカルカッタ,ボンベイ,シンガポ

ールを集散地 として,医薬品原料,香辛料生薬 として欧米に輸出されている｡筆者はタイ国で

は "小豆妄還 〝 を入手することはできなかったが,シンガポールの香辛料専門取扱業者から標品

を入手することができた｡筆者の調査によれば優良品はほとんど欧米に輸出されていて,現在

わが国に香辛料生薬 として輸入されているものはその品質は欧米向け生薬よ りかな り劣ってい

る｡

生薬は長楕円形のさく栗で,長さ 10 -20mm,径 5-10mm,果皮は外側,淡黄色でむぎわ

ら状を呈 し, 3本の鈍い稜 と多数の縦線があり,頂端には小突起がある｡果皮は薄 く,内部は

薄膜で 3室に分かれ,各室には薄膜の仮種皮によって連結 された種子 3- 7個が包有 されてい

る｡種子は長 さ 3-4mm の不整有角性の長卵形で,種皮は暗かっ色～黒かっ色で,果皮は気

味をもたないが,種子は味が芳香性で辛 く,やや苦い｡

"小豆窟〝(種子)は精油 3-8% を含み,精油成分は d-4-Terpinylacetatc,d-α一TerPineol,

Cineoleであ り,種子には他に脂肪滴 1-2% を含んでいる｡

芳香性健胃薬 とし,欧米各国では苦味チンキ,芳香チソキなどの原料 とし,わが国でも第 5
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三

妾

改正日本薬局方まで収載 されていてこれ らの

原料生薬 としたのであるが,高価な輸入品で

あるため現行薬局方では ≠山板〝に代えられ

ている｡現在わが国では食品香辛料 としてソ

ース,カレー粉などに使用するために輸入し

ている｡

なお中国では "小豆蔑〝は特に "印度豆悪 〝

あるいは "三角志 〝 と称 して,ほかの "自豆

三冠 〝 などのほとんど同じ目的に使用するカル

ダモン類生薬とは区別 して,漢薬 として使用

されることはないO したがって香港,シソガ

ポ-ルなどの漢薬業者の手に取 り扱われるこ

とは少な く,主として香辛料取扱業者によっ

て商取引されている｡ これはタイ国において

も同様のことがいわれる｡

木村雄四郎氏によれば香港漢英市場で集収

された,タイ,インドネシア各市場 (これは

タイ,インドネシア産の意 と解釈する)の "小

豆竃〝と称するものはいずれも "自豆惹〝で

あったこと,またこのことか ら中国,東南ア

ジア市場ではしばしば "小豆ラ琵 〝と"自豆慈〝

とは混同されていると報告 しているが,5) 翠

者の調査では先に述べたようにカルダモン類

写真 F,-8 -Ka_wanthet-(小豆蓉)(×｡a.1) 生薬では "自豆湛〝中心に取 り扱 う香港漢薬

A･B:小豆莞(シソガポ~ル市場品) 市場の業者の一部では "小豆悪〝を "自豆志〝
C:長形小豆柴(セイロソ産)

と混同しているか もわからないが("タイ産自

豆蓋 〝 を "原庄豆叩〝, "インドネシア産自豆蓬〝を "小目叩〝 と称 し, "自豆藷 〝 を "豆叩〝,

"豆意 〝 と略称 しているのでこのような混乱が起こったものと考える), シ ソガポ-ルでは明

らかに区別 し,取扱業 もことな り,何 らの混同も混乱 も起 こっていない｡ただタイ薬物文献に

は一部混同しているものもあったが,新 しい文献では区別 しているし,薬物業者は取 り扱って

いない｡ (荏 :( )に記 したように, Amnmum属の一般名称を HKawanHあるいは HKra

wan"と総称 している｡)

"小豆藷 〝 はヨーロッパでは古 くか ら医薬品として,また主要な香辛料 として使用されてき
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たために,真正の "小豆悪〝に対 して教程の代用生薬が出現した｡そのうち,著名なものは次

のごときものである｡

1) ≠長形小豆慈〝,`̀しく)ng cardamom," HCeyloncardamom," =Mangalor cardam()m"

などと呼ばれるもので, セイロンか ら生産する Eleital,ia "1ajor Smith (-E･caydamnmum

Matonvar･majnyThwaites)の果実｡精油含量は少な く,生薬 としての価値は劣 るo現在は

生薬 として市場性はほとんどない｡(写真 Fr-8-C)

2) "自豆悪〝,"円形小豆老〝, `̀Roundc,lrdamom,日日Whitec(lrdamom =などと呼ばれ,

前項(5)の "自豆悪〝であるが,元来は "小豆悪〝の代用品では･!-;く,中国,タイの代表的カル

ダモン鞍生薬である0

3) その他 Amnm7im S7すわIatln"Roxb.の果実を `̀Nepalcardamom = などと呼ぶが, イ

ン ド,ネパ-ル地方のロ-カル的なもので市場にはほとんど流通 しない｡

4) 771)カ産の近縁植物 AframomTtm 属植物,A.m eleguet(IK･Schum･,A･gγa- 守,al,adisi

K.Schum.の種子を GTainofParadise と称 し, これは7プリカ住民が最 も普通に用いる香

辛料生薬で,かつてカルダモン類生薬の一つとしてヨーロッパに輸出されたことがあるが,覗

在はほとんど見 られないようである｡

CL/
(9) Bllaluang 王｣つ門田つJ(写真 Fr-9)

タイ同では Nehimわn n71,tCifEm GEIertn. (-NelZlml諭 /m Lqf,PCI'osllm Willd.) -ス, 荏

(N_V7nt,lzaeaceaeスイレン科) 杏 "Bu(11unngHと呼ぶC,

ノ､スは広 く東洋各地の池沼に白生し,また栽培する多年生水生植物で,その分布は広 くオー

ス トラリア,ペルシャにもおよぶ｡ ことに仏教国では水田に栽培 し,仏花 としての利用が多い｡

タイ国では赤花種が多い｡

写真 Fr-9 ‥Bua lu;111g

A:果実(石荘子),(バ ソコク市場晶)(×cn.08)

ち:果托(荘司),(香港市場品)(×ca-OS)
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筆者がタイ国で得た-スを基原とする生薬はいずれ も HBanluangHの名称で,果実 〔石連

子〕,菓〔荷葉〕, 堆ずい(蕊)〔蓬髪〕で, その他果托〔蓮房〕,種子〔連子〕, 腔〔蓮子蕊〕なども

薬用にする｡ (注 :〔〕内は中薬名で葉,雄ずいなどについては別に記述する)

･､スの果実は花後,倒円すい形に膨大 した果托の平面に10数個埋 もれて生長するもので,と

きには ｢種子｣と誤 ることがある｡ この果実を採取 したものが "石連子〝であ り,そのあとの

果托を "蓮房〝,また果実の果皮を除いたものを "蓮子〝,さらに種子中の腔をとり出したもの

香 "蓮子蕊〝 と呼んでいる｡

"石連子〝(セキレンシ)は中国では "甜石蓮〝 とも呼び,日本では往々 "蓮子〝と混同して

いる｡卵円形～楕円球形の果皮の堅硬な果実で,表面は灰かっ色～灰黒色でわずかに灰白色の

粉霜をおびる｡長 さ 1･5-2･Ocm,直径約 0.8-1･3cm,両端はわずかにとが り, 頂端に小 さい

円孔 と基部には短い果柄をそなえ,また果柄のそばには円形,かっ色の小突起がある｡果皮は

破砕 し難いが, その厚 さは約 0･8mm, その内面は紅かっ色～かっ色を呈 し,粗い縦 じわがあ

る｡種子,すなわち "蓮子〝(レンシ)は卵円形～楕円球形で,長径 1･2-1･7cm,短径 0.7-1.2

cm,表面は紅かっ色～淡かっ色で,粗い縦 じわがあり,J頁端中央にはやや濃色の乳状突起があ

り,その周辺はわずかに くぼむ｡種皮は海綿質ようで子葉に貼着 していてはがれ難い｡ これを

除去するとよく肥厚 した 2個の子葉があり,表面黄白色を呈し,中央には大きな空隙ができて

いてそこにすでに幼芽をそなえた腔軸があるo この子葉を除いた豚の部分を "蓮子蕊〝 (i,ソ

シシソ) と呼んでいる｡ "蓮子蕊〝は長さ 1･2-1･6cm,径約 1･5mm の棒状で,緑色～暗線か

っ色を塁 し,陸軸の先端は幼芽が二つに分かれ,一つは長 く,一つは短 く巻曲している｡

種皮は味が しぶ く,子葉はわずかに甘 く,旺軸は極めて苦い｡

石蓮子の子葉中には多量のでんぷんを含み,Rafhnoscを検出するほか, 非フェノ-ル性ア

ルカロイ ド Pronuciferineが証明されている｡ また腔軸すなわち蓮心蕊からは Isoliensinine,

Liensinine,Neferine,Pronuciferine,Nuciferine,Lotusineなどが検出されている*が,その

存在は産地によって多少 ことなる｡

石連子はタイ国では中国や日本 と同様に主 として強壮薬 とし,また婦人薬 ともする｡また口

渇や堰吐をとめるのに用いる｡インドで も同様に用いるほか,子供に利尿薬 としてあたえた り,

レプラや皮ふ病に清涼剤 とした り,毒物に対する解毒薬にするともいう｡なお蓮子蕊は中国で

は遣精の治療に用いる｡

また蓮子は蓮肉とも呼ばれ中国,日本をはじめ,タイ,マレーなど東洋各地で食用にする｡

なお,-スの果托,すなわち "蓮房〝(レンボウ)は香港市場で入手 したものであるがここに

付記する(写真 Fr-9-ち)｡一般に "蓮房〝 は果実 〔石蓮子〕を採取後, その果托 を集めたもの

で, ほぼ倒円すい形のはちの巣状を呈 し, 頂面はほぼ円形で直径 7-10cm で高さ3-8cm,

* 富田 ･古川 :Chem,Phaym,βu佑 13,39(1965);『薬誌』85,335,353,472(1965);86,75(1966).
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表面は紅かっ色～暗かっ色で大小の縦 じわがあ り,頂両には果実の埋没 していた多数のまるい

くぼみがあ り, 一部未熟の果実がなお存在するもの もある｡ 基部にはわずかに果托の柄 を残

存 している｡ 果托の質は海綿状で, 生薬は破損 しているものが多 く, においはな く, 味は し

ぶい｡

"蓮房〝はその成分については末だ明 らかでないが,中国では止血作用があ り,血便,血尿

などに用い るとい う｡

なお中国では "苦石蓮〝 と称するものがあるが, これは中国雲両省,広西省などに白生する

CaesalPiniamina,yHce,(I-eg71mi71nLWCマメ科)の種子で, ときには市場で混同 していること

もあるが全 く別物であるo

(1.) P.ikak琉 ‰ (写真 Fr_10)

タイ国では大筒香(ダイウイキ ョウ),八角筒香(- ッカクウイキ ョウ),Star,lniseを HPoi

kakH と呼ぶが,大筒香は世界的に著名な香辛料生薬で中国広西省 と北ベ トナム国境付近のき

わめて限 られた地域だけに分布する Tllici1477… C3,ltm Hook.fit.(Ill7lciaceaeシキ ミ科)の果実

写真 Fr-10 "PoikakH大筒香)(×ca.1.5)

a:表面, b :裏面.(中国品)

で,生薬は中国側では竜州,北ベ トナム側で

は Lansong(諒山)を中心に生産 されるもの

で, タイ国では本植物の分布な らびに生薬の

生産はない｡

Z･i-el,71,m は常緑の小高木で高 さ 10- 12m

に達 し,葉は楕円形～長楕円状のひ(披)針形

で,全縁, 長 さ()～ llcm,幅,2.2-4cm,

平滑でやや革質,互生｡ 花はが く片 3,黄緑

負,花弁 6- 9,赤色 または白色,花の中央に

6-8個の分離心皮 (雌ずい)が輪状にな らび,

果実は赤かっ色の袋栗が星状に並んだ集果 と

な る｡

生薬は完熟 した果実を採集 した もので,普

通 6- 8個の袋栗が果柄の上部に水平に星状

に配列するo 各袋栗は長 さ 1･5cm,完熟 した

袋栗は上線の内縫線が裂開 してボー ド状をET:.

し,内部に赤かっ色,光沢のある凸 レンズ状

の種子 1個 を露出する｡果皮にはアネ トール

の芳香がある｡

大筒香は精油 (大筒香油)約 5%を含み,
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主成分は AnetholeCl｡H120 85%,その他 d-α-Pinene,d-α-Phellandrene,α-Terpineolな

どを含み,精油の性状はウイキョウ Foe解iculum vulgayeMiller(Umbellifeyaeセ 1)料)の果

実 (小筒香,Fennelseed)の精油 (ウイキ ョウ油)と化学的,物理的性状にほとんど差異がみ

とめられず,現在市販されている ｢ウイキョウ油｣はほとんど大筒香油である｡

生薬の大筒香はウイキョウ油の製造原料 とするほか,料理用香味料 としてソースなどの製造

に,その他食品に添加する｡またウイキ ョウ油は歯みがき,石鹸などの香料に,またアネ トー

ル製造原料にあるいは酸化 してアニスアルデヒドを製造する｡なお薬用には芳香性健胃駆風薬

として用いるが,わが国では生薬を直接薬用とすることは少な く,アムモニアウイキョウ精な

どに製剤 して用いる｡ ヨーロッパ,中国では茶剤 とする｡

タイ国で も同様に薬用とするほか,中国料理同様,タイ料理の調味用の香辛料 として欠 くべ

からざるものであり,市販の香辛料セ ットには必ず他の香辛料生薬 とともに組みこまれている｡

(li) 肉桂子 (写真 Fr-ll)

筆者は香港漢英市場で東南アジア生薬の一つとして ｢広西産西桂子｣を入手 した｡｢西桂子｣

は ｢肉桂子｣ (ニッケイシ)の異名であり,市場品名で,本来は桂皮,肉桂の基原植物である

CillnamOmum CaSSiaBlum･(Lauraceaeクスノキ科) の未熟果実である｡ 中英の一つである

が,日本ではほとんど薬用に供されず,あまり知 られていない｡

C･cassiaは主 として中国広西省の西北部から北ベ トナムの北部, すなわち中国,北ベ トナ

ムの国境付近に野生 し,栽培 もされているとい うが,この付近には同属近縁の植物が多 く,ま

た桂皮は生薬中で も薬用その他の用途のため需要の最 も多いものであるため,現在市場に出現

するものには真正品でない近縁生薬が極めて多 く,特に C.cassiaの産地付近から生産される

(×ca.1)

写真 Fr-11日タイ名不明=(肉桂子)(香港市場品)

(B :拡大写頁)

(×ca.2.5)
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ものにおいて も容易に真正晶は得 られ難い状態である｡ したがってその未熟果実である ｢肉桂

子｣ もまた C･cassiaに基因するものだけであるか明 らかでない｡ さらに桂皮の類縁品 は広西

省のみな らず,東南アジア各地か らも産出し, これ らの未熟果実が同様 に肉桂子 として市場に

出回 るものか も不明である｡

以上のよ うに ｢肉桂子｣はいちお う C･lassI'aの未熟果実 とされているが,精査を経なけれ

ばならない もの と思 う｡

また ｢肉桂子｣は香港か らタイ国-輸出 しているといわれ,おそ らくタイ同では小 薬的な利

用をしているもので,タイ薬的利用はない もの と思 うが,東南アジア生薬の一つとして記す｡

生薬 ｢西桂子Jは未熟果実を膨大 した花が く(琴)の部分か ら採集 し,乾燥 したもので, ｢丁

子｣の形に似て, さかずき状の宿布が く(琴)は黒かっ色を皐 し, 径約 5mm,長 さ()～10mm

で基部は径約 2mm のが く筒を形成｡ 果実部は桁行が く中に半ば埋没 し,頂端部は露出してい

るが,頂端はやや膨大 した房球形で,表面は淡かっ色～暗箭かっ色で光沢がある｡未熟果実を

取 り出す と径約 3-4mm,厚 さ約 2mm の霜円形で上部に花柱の残基がわずかに突起 となって

見 られる｡ また下面中央部には胎座の痕跡が見 られ る｡

｢肉桂子｣については極めて微量のアルカロイ ド(0.007%),サポニン約 2%,タンニン約2.5

%などが検出されているが, Cinna･micaldellydの有無などについては知 られていないO その

他詳細は明 らかでないO 中国では腹痛,心痛の治療に用い られるとい う｡

なお ｢タイ国薬用植物｣には C.ca∫57laに ･･上欄11g‥ThepthnrO-のタイ名をあたえてい

るが,タイには C･cassiaは野生 しない し, また ｢タイ植物名菓｣には CIPa7,i7zenoxylonMciss.

をあて,｢タイ薬物効能集成 Ⅱ｣ではこれを削除 しているo C･｣佃 .fhe}10,ryl0両 まマ レー半島,

スマ トラ,ジャワ,タイ,中国南部に分布す る巨大な高木であるが, 材に Safrolを含み,C.

caがia とは同属植物ではあるが,成分的には別 系統の 1種で,桂皮の類縁基原柄物ではない｡､

以上 l̀Theptll,lrOH に C･cE7SSi(tをあてることは誤 りである.｡

またタイ同か らは "桂皮〝 の名の もとに一般生薬市場に搬 廿ほ れる押縁生薬は'ないが,/jイ

因に多 く自生する C17'71CrSReinw･(タイ名 ‥f]iJi6m :OPChoci.''または `̀f]ijA別 所u:011

choeiton")は C･catu7-aと同系統の ものであ り,他にも現在は未だ明 らかでないが,l司系統の

ものが 2-3種ある模様であるOインドでは C･7'"- の種子を打撲傷に用い,また子供の赤痢

や咳止めに蜂賓にまぜてあたえ,中国における肉桂子の利用といささか類似 している点 もあるo

したがってこの種の植物の種子や果実が ｢内桂子｣と同様の目的で}jイ薬的に利用 されている

か もわか らないが,今後の調査にまちたいO

(果実類生薬の項未完)
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